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広角度も光学性能もそれを越える手持ち直視式を作りたかった。
過去市販された超広角双眼鏡でも４ｃｍ１１．２度、５ｃｍ１０度が最大ですが

触る時の注意事項　　重いのでストラップは必ず掛けて下さい。　　　　　　　　　　

画像はＫＡＳＡＩのEWV32mmとの組み合わせで　倍率７倍。

超広角のため、気分が悪くなるキケンあり、双眼酔いに注意。

オーナーがいない時はさわらないでね。

ＩＦ式ですがホールドしたまま親指でフォーカシングする独自機構。

軽量化のため正立にはプリズムや斜鏡でなく薄いミラーを使用しています。

★触っていいですか？

平均反射率９９％の銀イオンビームマルチコートミラーでナチュラルな色調と明るさを得ています。
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機材紹介用紙
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★紹介機材

★オーナー

自作
７ｘ５１　１２°超広角双眼鏡

（正立タイプ）

口径

第1回　スターパーティー双望会（そうぼうえ）in 御園
2008年10月24日～26日

都道府県名

勝手に触ってもいいですよ。ただしそっとね。

4.5５１mm
スペック

★アピールポイント

アクロマートレンズを２枚使用したペッツバール光学系のため

（視野周辺までビシッとは言いませんが）割とよく見えます。

２インチアイピース交換式。アイピースとの相性で違った見え方が楽しめます。

重量もギネス級の２．６Kｇ（アイピース込み）になってしまいました。

双眼鏡・望遠鏡サミット実行委員会


